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調査期間 2016年 12月上旬～2017年 1月上旬
調査方法 授業時間内において調査票を配布、記
入、その場で回収









第 3節分析 1 太田新奈, 加藤華菜美, 菊池美
乃,佐々木彩香
第 3節分析 2 寺嶋恵太,菅原ひかり,松本敏良

















































1. プレゼント有無 (図 1)について、およそ 90%の
被験者が最近の 3年間で同性の友人にプレゼン
トを贈ったと答えている。プレゼント回数 (図 2)
については、大半が 1年間で 10回以下である 1。
2. 購入場所 (図 3) については、「店頭」が
679/783(=87%)と圧倒的に多く、「インターネッ
ト」を大きく引き離している。
3. 1回あたりの予算上限 (図 4)については、5千円
以下が大半であるが、1万円を超える回答も若干
存在する。




















図 1: Q6 プレゼント有無
















図 2: Q7 プレゼント回数
1プレゼント回数につき確率密度を推定 (R 統計パッケージの density 関数を使用) した結果である。なお、回答の一部はプレゼント回数
につき「1～2」など範囲で回答したものがあったが、これらは 1.5 など中間値に直して処理した。図 4 も同様である。
















図 3: Q8 購入場所














































































かなり やや どちらでもない やや かなり
NA


















図 8: Q13 プレゼント有無




























図 10: Q15 購入場所





















図 11: Q16 予算の上限 (百円)
5
2. 購入場所 (図 10)については、同性の場合と同様
「店頭」が 553/783(=71%)と圧倒的に多く、「イ
ンターネット」を大きく引き離している。








5. プレゼントの選び方 (図 13)については、同性の
場合と同様に「特に調べない」が多い。

























































かなり やや どちらでもない やや かなり
NA
































































男 229 71 300
女 474 10 484
計 703 81 784
表 4: 異性間でのプレゼント贈答の有無
ある ない 計
男 171 128 300
女 268 214 484

























20 = 5:9494 + 51:6346 + 3:6876 + 32:0049 = 93:2765
3太田新奈, 加藤華菜美, 菊池美乃, 佐々木彩香
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Model: A dModel with 4 variables
graphical : TRUE decomposable : TRUE
-2logL : 3313.86 mdim : 11 aic : 3335.86
ideviance : 229.43 idf : 7 bic : 3386.92
deviance : 6.06 df : 4
 
5ここでは AIC 最小という意味である。
6R 統計の gRim パッケージを用いた。４変数間は対数線型モデルで表現されるものとし、dmod 関数を用いた。
































































Df Deviance Resid. Df Resid. Dev
NULL 638 273.29
Q1 1 25.829 637 247.46








8R統計上の glim 関数を用いた。量的変数は分析に先立って対数変換を施した。高次 (2 次)の交絡因子を含むモデルから出発し、順次因
子を除去し AIC 最小のモデルを選択した。以下では AIC 最小のモデルの結果のみを示す。
11
表 10: Q9に対する分散分析表
Df Deviance Resid. Df Resid. Dev
NULL 638 370.72
Q1 1 0.0518 637 370.67
Q4 1 11.7537 636 358.91








Df Deviance Resid. Df Resid. Dev
NULL 389 130.47
Q1 1 0.4526 388 130.01








Df Deviance Resid. Df Resid. Dev
NULL 389 440.60
Q1 1 17.755 388 422.84














































































図 24: Q16 異性間の予算上限
13
3.2 分析 2：性別とプレゼントの好み







































































































た結果が図 26、図 27である。前者は図 25とほぼ同じ
であるが、後者は傾向が全く異なっている。



















































図 25: Q20 もらいたいプレゼント種類







































図 26: Q10 同性間のプレゼント種類























































図 27: Q17 異性間のプレゼント種類
10R 統計の corresp 関数を用いた。
16
3.3 分析 3：性別とプレゼント選定基準














































































図 29: Q19 異性へのプレゼント判断基準
11佐々木健, 野崎慈宇, 新沼滉






















男 175 65 240
女 261 173 434










































131 と 2、4 と 5 を合計した理由は、例えば Q12 の a の質問で実用性を重視する回答者は 1 や 2 に○をつけ、デザインを重視する回答者






































































Value Std. Error t value
Q12 0.350 0.142 2.461
Q42 -0.319 0.148 -2.159
Intercepts:
Value Std. Error t value
1|2 -1.862 0.154 -12.083
2|3 0.380 0.132 2.871
3|4 0.956 0.136 7.016
4|5 3.241 0.211 15.347
Residual Deviance: 2074.684
AIC: 2086.684 
14R 統計の MASS パッケージに含まれる polr 関数を用いた。
19
表 19: Q12に対する順序ロジット回帰・係数一覧
変数 Q12a Q12b Q12c Q12d
Q1 0:350 (2:461) 0:697 (4:004) 0:846 (4:759)
Q4  0:319 ( 2:159)  0:317 ( 2:238) 0:451 (2:098) 0:361 (1:625)
Q1*Q4  0:516 ( 1:757)  0:452 ( 1:529)
AIC 2086:684 2101:298 2174:366 2226:861
表 20: Q19に対する順序ロジット回帰・係数一覧
変数 Q19a Q19b Q19c Q19d
Q1  0:721 ( 4:835)  0:583 ( 3:932)
Q4  0:234 ( 1:510)  0:470 ( 3:047) 0:166 (1:089) 0:314 (2:048)
Q1*Q4
AIC 1966:258 1912:083 1844:223 1927:684








Q12a 女性 (+)、アルバイトあり (+)
Q12b アルバイトあり (+)
Q12c 女性 (+)、アルバイトなし (+)
Q12d 女性 (+)、アルバイトなし (+)
Q19a 男性 (+)、アルバイトあり (+)
Q19b 男性 (+)、アルバイトあり (+)
Q19c アルバイトなし (+)
Q19d アルバイトなし (+)
表 19、表 20をさらに表 18と比較しやすく直したも
のが、表 21である。これより次のことが分かる。
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1年 2年 3年 4年 NA
N=783









図 33: Q4 アルバイト有無
23




































いて主成分分析を施す 15。分析結果は、表 22、表 23
に示すとおりである。これらによれば、第 2主成分ま





 第 2主成分 PC2について、Q12、Q19の双方と






PC1 PC2 PC3 PC4
標準偏差 1.219 1.067 0.871 0.787
寄与度 0.371 0.284 0.190 0.155
累積寄与度 0.371 0.656 0.845 1.000
因子負荷量
Q12a 0.504  0:552 0.141  0:649
Q12b 0.628  0:275 0.029 0.728
Q12c 0.470 0.478  0:715  0:197
Q12d 0.362 0.625 0.684  0:103
表 23: Q19に対する主成分分析結果
PC1 PC2 PC3 PC4
標準偏差 1.353 1.040 0.827 0.635
寄与度 0.457 0.271 0.171 0.101
累積寄与度 0.457 0.728 0.899 1.000
因子負荷量
Q19a  0:570 0.426  0:186  0:677
Q19b  0:616 0.268  0:141 0.727
Q19c  0:464  0:422 0.774  0:087
Q19d  0:282  0:754  0:589  0:075
















































































































































































































































































































































































図 35: Q12 同性へのプレゼント判断基準


























































































































































































































































































































図 36: Q19 異性へのプレゼント判断基準
















問 1  あなたの性別に○をつけてください。 
1) 男性  2) 女性 
 
問 2  あなたの所属している学部に○をつけてください。 
2) 看護  2) 社会福祉  3) ソフトウェア情報  4) 総合政策 
 
問 3  あなたの学年に○をつけてください。 
1) 1年   2) 2年  3) 3年  4) 4年 
 
問 4  あなたは現在アルバイトをしていますか。 
1) している  2) していない 
 
問 5  あなたが生活費以外に 1ヶ月で自由に使えるお金はどのくらいですか。 
     








問 6  最近の３年間で同性の友人へプレゼントを贈ったことはありますか。 
1) ある  2) ない 
 
問 7  問 6で「1 ある」と答えた方に質問します。 
    1年間にプレゼントを贈る回数はどのくらいですか。 
 




問 8 プレゼントはどこで購入しますか。最もあてはまるもの 1 つに○をつけてください。 
    1) 手作り  2) 店頭  3) インターネット   
4) その他（                    ） 
 
1)と回答された方 → 問 11へ 
 
 
問 9  予算の上限は一人当たりどのくらいですか。 
     
            0 0 円 
 
 
問 10  どのようなものをプレゼントしますか。プレゼントとして最も適当とあなたが考
えるもの 1つに○をつけてください。 
    1) 衣類（小物以外の服など）  2) アクセサリー 
  3) 小物（かばん、財布、時計、靴、マフラー等） 
4) 食料品（飲み物も含む）   5) 電化製品   
6) 化粧品、美容グッズ     7)サービス券・チケットなど 
    8) その他（                    ） 
 
 
問 11 プレゼントの選び方としてあてはまるもの 1つに○をつけてください。 
    1) 特に調べない     2) 本人に事前に聞く   
3) 本人以外に事前に聞く 4) 雑誌やインターネットなどで調べる 
5) その他（                    ） 
 
 
問 12 プレゼントを選ぶ際に a)～d)の基準を対比するとどちらをより重視しますか。あて
はまる場所一つに○をつけてください。 
 
(a) 実用性     or     デザイン性 
 
 
    (b) 日用品     or     ブランド品 
 
 
    (c) 自分の好み   or      相手の好み 
 
 
    (d) ユニークなもの or     無難なもの 
 
  
かなり     やや  どちらでもない    やや    かなり 
かなり     やや  どちらでもない    やや    かなり 
かなり     やや  どちらでもない    やや    かなり 






問 13  最近の３年間で異性の友人へプレゼントを贈ったことはありますか。 
1) ある  2) ない 
 
 
問 14  問 13で「1 ある」と答えた方に質問します。 
    1年間にプレゼントを贈る回数はどのくらいですか。 
 
 




    1) 手作り  2) 店頭  3) インターネット   
4) その他（                    ） 
 
 
1)と回答された方 → 問 18へ 
 
問 16  予算の上限は一人当たりどのくらいですか。 
     
            0 0 円 
 
 
問 17  どのようなものをプレゼントしますか。プレゼントとして最も適当とあなたが考
えるもの 1つに○をつけてください。 
    1) 衣類（小物以外の服など）  2) アクセサリー 
  3) 小物（かばん、財布、時計、靴、マフラー等） 
4) 食料品（飲み物も含む）   5) 電化製品   
6) 化粧品、美容グッズ     7)サービス券・チケットなど 
    8) その他（                    ） 
 
 
問 18 プレゼントの選び方としてあてはまるもの 1つに○をつけてください。 
    1) 特に調べない     2) 本人に事前に聞く   
3) 本人以外に事前に聞く 4) 雑誌やインターネットなどで調べる 





問 19 プレゼントを選ぶ際に a)～d)の基準を対比するとどちらをより重視しますか。あて
はまる場所一つに○をつけてください。 
(a) 実用性     or     デザイン性 
 
 
    (b) 日用品     or     ブランド品 
 
 
    (c) 自分の好み   or      相手の好み 
 
 






問 20 どんなものをプレゼントしてほしいですか。プレゼントとしてもらって 
嬉しいもの 1つに○をつけてください。 
    1) 衣類（小物以外の服など）  2) アクセサリー 
  3) 小物（かばん、財布、時計、靴、マフラー等） 
4) 食料品（飲み物も含む）   5) 電化製品   
6) 化粧品、美容グッズ     7)サービス券・チケットなど 
8) 手作りのもの（手紙、アルバム、ケーキ等）   













かなり     やや  どちらでもない    やや    かなり 
かなり     やや  どちらでもない    やや    かなり 
かなり     やや  どちらでもない    やや    かなり 
かなり     やや  どちらでもない    やや    かなり 
  
 




授業科目名 科目認定番号 受講者数 






















3．調査の範囲／対象 （量的調査の場合は母集団と標本数及びサンプリングの方法を、質的調査の場合は対象者選定の理由を必ず記入） ： 
4．主な調査項目 ： 
5．データ収集 （現地調査）の方法 ： 
6．調査の実施時期・調査地・調査員の数 ： 
7．収集したデータの量と質への評価 （量的調査の場合は有効回収票及び回収率を必ず記入） ： 
8．データ分析／解釈の方法 ： 






























岩手県立大学総合政策学会Working Paper Series No.120として刊行した。
